
長
年
、
企
業
の
海
外
展
開
を
支

援
し
て
い
る
と
、
そ
の
時
々

で
〝
進
出
ブ
ー
ム
〞
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
。
現
地
の
日
系
金
融
機
関
や

各
種
サ
ポ
ー
ト
企
業
、
日
本
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
、
あ
る
特
定
の
国
に

集
中
し
、
そ
れ
が
数
か
月
〜
一
年
単

位
で
移
り
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
。

　

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、
明
ら

か
に
Ｃ
Ｌ
Ｍ
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
オ

ス
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の
注
目
度
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
昨
年
は
、
ベ

ト
ナ
ム
が
ス
ポ
ッ
ト
的
に
取
り
沙
汰

さ
れ
る
程
度
で
、
あ
と
は
一
貫
し
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
関
心
が
高
か
っ

た
。
日
本
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
Ａ

Ｋ
Ｂ
48
の
海
外
初
の
姉
妹
チ
ー
ム
・

Ｊ
Ｋ
Ｔ
48
が
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
結

成
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
、
象
徴
的
な

出
来
事
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
今
後
は
専
用
劇
場
を
つ

く
る
計
画
ま
で
あ
る
そ
う
だ
。

　

そ
こ
で
、
今
回
か
ら
二
回
に
わ
た

り
、
こ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
や
、
市
場
と
し
て
の
可
能
性

を
見
て
い
く
。
日
本
企
業
が
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
に
進
出
す
る
際
に
重
視

し
た
い
キ
ー
ワ
ー
ド
「
大
都
市
、
人

口
増
加
、
工
業
団
地
」
が
、
す
べ
て

こ
の
国
に
当
て
は
ま
る
か
ら
だ
。

ビ
ジ
ネ
ス
は

ジ
ャ
ワ
島
へ
の
一
極
集
中

　

東
南
ア
ジ
ア
南
部
に
位
置
す
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
東
西
約
五
一
〇
〇

キ
ロ
に
わ
た
っ
て
大
小
一
八
〇
〇
以

上
の
島
々
が
連
な
る
世
界
最
多
の
島と
う

嶼し
ょ

国
で
あ
る
。
日
本
人
に
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
の
は
、
ジ
ャ
ワ
島
、
バ
リ

島
、ス
マ
ト
ラ
島
、バ
タ
ム
島
、ビ
ン

タ
ン
島
あ
た
り
だ
ろ
う
（
図
表
１
）。

　

国
全
体
と
し
て
基
本
的
に
は
農
業

国
だ
が
、
金
、
ス
ズ
、
石
油
、
石
炭
、

天
然
ガ
ス
、
銅
、
ニ
ッ
ケ
ル
と
い
っ

た
地
下
資
源
が
豊
富
な
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
前
か
ら
石
油
開
発
を
行
な

い
、
い
ま
で
も
、
天
然
ガ
ス
か
ら
つ

く
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
最
大
輸
入
先
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
だ
。
こ
れ
ら
の
燃
料
資
源

は
ス
マ
ト
ラ
島
に
集
中
し
て
お
り
、

商
社
を
は
じ
め
、
石
油
採
掘
関
連
資

材
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
早

く
か
ら
拠
点
を
置
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
世
界
第
四
位
の
人
口
、

約
二
億
三
八
〇
〇
万
人
の
半
数
以
上

は
ジ
ャ
ワ
島
に
居
住
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
日
系
企
業
の
進
出
、
そ
し

て
現
状
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
ほ
ぼ
こ
の

島
で
行
な
わ
れ
、
そ
れ
も
ジ
ャ
カ
ル

タ
と
そ
の
東
方
に
あ
る
ブ
カ
シ
県
や

カ
ラ
ワ
ン
県
に
点
在
す
る
工
業
団
地

に
集
中
し
て
い
る
。
詳
細
は
次
号
で

取
り
上
げ
る
が
、
こ
れ
ら
の
工
業
団

地
は
、
日
系
商
社
が
開
発
し
た
も
の

で
、
自
動
車
、
二
輪
、
電
機
な
ど
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
と
日
系
企
業
を

成
長
さ
せ
て
い
る
業
種
の
ほ
と
ん
ど

が
立
地
し
、
現
地
の
子
会
社
あ
る
い

は
合
弁
会
社
と
い
う
形
態
を
と
っ
て

い
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
オ
ム
ロ
ン
、

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
が
そ
の
代
表
的
な
例

だ
。
し
た
が
っ
て
、
製
造
業
な
ら
、

こ
の
エ
リ
ア
に
拠
点
を
も
つ
こ
と
が

戦
略
上
不
可
欠
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
ジ
ャ
ワ
島
東
部
に
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
第
二
の
都
市
ス
ラ
バ
ヤ
が

あ
る（
図
表
２
）。
こ
の
街
は
国
内
最

大
の
港
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
・
ペ
ラ
ッ
ク

を
擁
し
、
植
民
地
時
代
か
ら
貿
易
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
そ
の

た
め
、 

砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
食

料
品
や
油
脂
類
の
貿
易
を
行
な
う
企

業
の
多
く
が
立
地
し
、
日
本
へ
の
輸

出
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

ス
ラ
バ
ヤ
に
は
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
や
ア
ラ
ブ
街
が
あ
り
、
華
僑
や
ア

ラ
ブ
系
住
民
が
多
く
住
ん
で
い
る
。
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カントリーリスクを最小化する！

アジア進出
成功MAP
大小1800以上もの島々から成る
インドネシア共和国（通称・インド
ネシア）。世界第4位の人口を擁す
る多民族国家は「多様性の中の
統一（Bhinneka Tunggal Ika）」
をスローガンに急成長中。はたし
て進出する日本企業にとって、
どんな可能性があるのか。

日本能率協会コンサルティング（JMAC）
アジア化支援センター EPマネジャー

才川哲治
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
前
編



最
近
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
生
産
拠

点
を
も
た
ず
、
日
本
や
周
辺
国
か
ら

製
品
を
輸
入
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
市

場
を
ね
ら
う
企
業
も
増
え
て
き
た
。

不
安
要
素
は

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
大
の
都
市
ジ
ャ

カ
ル
タ
は
、
ス
カ
ル
ノ
・
ハ
ッ
タ
国

際
空
港
か
ら
東
へ
お
よ
そ
二
〇
キ
ロ

の
距
離
に
あ
る
。
街
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
、
高
層
ビ
ル
や
走
行
す
る
車
の

数
も
急
速
に
増
え
て
い
く
。そ
し
て
、

中
心
部
に
入
る
頃
に
は
渋
滞
に
の
み

込
ま
れ
、
寸
刻
み
で
し
か
動
け
な
く

な
る
。
こ
れ
が
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
名
物

の
渋
滞
だ
。
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

に
と
っ
て
は
、
名
物
を
通
り
越
し
て

迷
惑
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

　

こ
の
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
際
の

不
安
要
素
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
の
が
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
」

で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
交
通

イ
ン
フ
ラ
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ジ

ャ
カ
ル
タ
市
内
の
主
要
道
路
は
片
道

三
車
線
と
幅
広
い
も
の
の
、
中
央
に

柵
が
立
っ
て
い
た
り
、
一
方
通
行
が

多
く
、
右
折
で
き
る
と
こ
ろ
が
非
常

に
少
な
い
（
ち
な
み
に
日
本
と
同
じ

左
側
通
行
）。
ま
た
、
植
民
地
時
代

が
長
か
っ
た
た
め
、
大
き
な
ロ
ー
タ

リ
ー
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
ま
で
行

か
な
い
と
進
行
方
向
を
変
え
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
。
公
共
交
通
機
関
は

少
な
く
、「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ャ
カ
ル
タ
」

と
呼
ば
れ
る
専
用
軌
道
を
走
る
バ
ス

便
と
市
バ
ス
の
み
。
市
民
は
、
バ
イ

ク
や
自
家
用
車
で
の
移
動
が
中
心

だ
。
そ
の
た
め
、
朝
の
通
勤
渋
滞
を

知
ら
な
か
っ
た
出
張
者
が
、
ホ
テ
ル

か
ら
右
折
で
き
ず
に
、
い
っ
た
ん
左

折
し
て
近
く
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ま
で
行

図表1■おもな島の特徴

石油など燃料資源が
豊富だが、たびたび大
地震が発生することで
も知られる。資源関係
の日系企業が進出。

スマトラ島

国民の半数以上が住む島。都市人口世界第2位
の首都ジャカルタをはじめ、100万人都市が４つ
ある。日系企業は、ほぼジャカルタ（および周辺）
とスラバヤに集中している。

ジャワ島

世界的に有名な観光地で、
日本人旅行者も多い。旅行・
観光関係の日系企業が進出。

バリ島

バタム島はシンガポールから
船で1時間足らず。特別な経済
政策をとっていたこともあり、
日系企業も多く進出している。
ビンタン島は観光で有名。

バタム島・ビンタン島

ベトナム

マレーシア
インドネシア

フィリピン

シンガポール

タイ

カンボジア

インドネシア

●おもな産業 製造業（輸送機器、飲食品など）、農林水産業
 （パーム油、ゴム、米、ココア、コーヒー豆など）、
 商業・ホテル・飲食業、鋼業（LNG、石炭、ニッ
 ケル、スズ、石油など）
●日系企業 およそ1300社
●在留邦人 約1万2500人（日本人学校＝中学校３校、小学校３校）
 日本からの直接投資：15.2億USドル
 （2011年実行ベース、前年比では2倍以上に増加した）

●国土 1919平方キロメートル（東西5100km以上）
●人口 約2億3800万人
 （世界第４位。約300の民族から成り、大半はマレー系で中国系５％）

●公用語 インドネシア語
 （日本人にとっては“習得しやすい言語”といわれている）

●名目GDP 8343億USドル（世界第16位。2011年推計）
 2011年の経済成長率は6.5％。ここ数年は6%程度で推移、
 一人当たり名目GDPは3508ドル（世界110位、アジア10位）

●通貨 インドネシア・ルピア（IDR）
 ※100IDR＝0.85JPY（7月1日現在）

インドネシアの概要
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さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

き
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
ホ
テ
ル
前
に
戻

っ
て
く
る
の
に
三
〇
分
以
上
も
費
や

し
た
な
ど
日
常
茶
飯
事
で
あ
る
。

　

な
か
に
は
、
一
時
間
以
上
か
け
て

バ
ス
で
通
勤
す
る
者
も
い
て
、
時
間

的
な
損
失
は
計
り
し
れ
な
い
。現
在
、

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
か
ら
の

支
援
で
、
地
下
鉄
や
モ
ノ
レ
ー
ル
な

ど
の
都
市
型
公
共
交
通
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
計
画
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

現
地
の
人
は
「
あ
ぁ
、
あ
の
計
画
は

な
く
な
っ
た
」
と
い
う
。
理
由
を
尋

ね
れ
ば
、
土
地
の
権
利
関
係
が
複
雑

だ
っ
た
り
、
計
画
の
資
金
自
体
が
消

え
て
し
ま
っ
た
と
か
、
呆あ
き

れ
る
よ
う

な
話
ば
か
り
だ
。
そ
し
て
、
慢
性
的

な
渋
滞
は
、
約
束
の
時
間
に
遅
れ
る

格
好
の
言
い
訳
と
な
り
、
時
間
通
り

に
物
事
が
始
ま
ら
な
い
こ
と
も
、
多

く
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス

と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
の
対
応
策
は
二
つ
し
か
な
い
。

職
住
接
近
か
、
車
中
で
の
時
間
の
上

手
な
使
い
方
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
。

日
本
人
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
と

現
地
向
け
ビ
ジ
ネ
ス

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心

地
は
、
ジ
ャ
ラ
ン
・
タ
ム
リ
ン
や
ジ

ャ
ラ
ン
・
ス
デ
ィ
ル
マ
ン
で
（
ジ
ャ

ラ
ン
＝
マ
レ
ー
語
で
〝
通
り
〞
の
意

味
）、
日
系
や
外
資
系
企
業
の
多
く

は
、
こ
の
エ
リ
ア
の
高
層
ビ
ル
に
オ

フ
ィ
ス
を
構
え
て
い
る
。

　

と
く
に
日
系
の
場
合
、
出
張
稼
働

な
ど
で
検
討
期
間
を
も
っ
た
の
ち
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
か

ら
本
格
的
に
現
地
法
人
を
つ
く
る
ケ

ー
ス
が
多
い
た
め
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
や

銀
行
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、

会
計
事
務
所
な
ど
、
現
地
で
の
サ
ポ

ー
ト
企
業
と
同
じ
ビ
ル
に
入
居
す
る

こ
と
が
一
般
的
だ
。し
か
し
最
近
は
、

日
系
企
業
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
オ
フ
ィ

ス
（
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
）
を
利
用

す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
た
。

　

製
造
業
の
生
産
拠
点
が
工
業
団
地

に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
販
売

や
サ
ー
ビ
ス
、
Ｉ
Ｔ
関
連
な
ど
新
興

企
業
は
む
し
ろ
、
サ
ー
ビ
ス
オ
フ
ィ

ス
に
入
居
す
る
こ
と
が
流
行
に
な
っ

て
い
る
。
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

コ
ピ
ー
機
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
必

要
な
最
低
限
の
環
境
が
用
意
さ
れ
て

い
る
の
で
、
一
人
で
も
す
ぐ
に
事
業

が
始
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。そ
の
う
え
、

日
本
語
に
よ
る
進
出
サ
ポ
ー
ト
が
受

け
ら
れ
た
り
、
貸
し
会
議
室
や
入
居

企
業
同
士
の
情
報
交
換
会
な
ど
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
た
め
、

ス
ピ
ー
ド
重
視
の
業
界
で
は
、
一
つ

の
進
出
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
ど
ん
な
企
業
が
す
で
に
進

出
し
て
い
る
の
か
。
近
郊
を
含
む
ジ

ャ
カ
ル
タ
圏
の
人
口
は
、
東
京
の
ほ

ぼ
二
倍
の
約
二
五
〇
〇
万
人
だ
が
、

こ
の
エ
リ
ア
に
は
、
一
万
人
近
い
日

本
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

多
く
な
る
と
、
日
本
人
向
け
の
ビ
ジ

ネ
ス
が
成
り
立
つ
た
め
、
日
本
食
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
飲
食
店
が

繁
盛
し
て
い
る
。
し
か
し
、
店
頭
に

並
ん
だ
商
品
を
見
る
と
〝
安
い
〞〝
高

い
〞
と
、
価
格
が
極
端
に
分
か
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

域
内
な
ど
で
製
造
さ
れ
た
製
品
は
、

Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
恩
恵
で
関
税
が
撤
廃

も
し
く
は
低
減
さ
れ
て
い
る
が
、
日

本
か
ら
の
輸
入
品
は
除
外
さ
れ
る
の

で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
で
も
三
倍

も
の
値
が
つ
く
の
だ
。

　

日
本
食
の
飲
食
店
は
〝
ブ
ロ
ッ
ク

Ｍ
〞
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
集
中
し
て

お
り
、和
牛
を
使
っ
た
焼
き
肉
店
や
、

そ
の
場
で
さ
ば
い
て
提
供
す
る
ウ
ナ

ギ
店
ま
で
あ
る
。
日
本
人
向
け
の
カ

ラ
オ
ケ
店
も
数
多
く
あ
り
、
駐
在
者

た
ち
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
三
五
〇
〇
Ｕ
Ｓ
ド

ル
を
突
破
し
た
。
人
口
増
加
も
含
め
、

消
費
市
場
と
し
て
の
魅
力
は
、
年
々

高
ま
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内

に
続
々
と
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
巨
大

な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

欧
米
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
が
軒
を
連
ね
、

非
常
に
華
や
か
な
雰
囲
気
だ
。
し
か

し
、
人
の
流
れ
を
見
て
い
る
と
、
現

ジャカルタ中心部
にある高層ビルの
オフィス街（上）。
日系企業向けの
サービスオフィス
も増えてきた
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地
の
人
は
あ
ま
り
こ
う
い
っ
た
店
で

は
買
い
物
は
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

実
際
の
客
は
、
日
本
人
な
ど
外
国
人

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
日
系
ス
ー
パ
ー
で

も
同
様
で
あ
る
。
本
連
載
で
こ
れ
ま

で
に
取
り
上
げ
て
き
た
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
、
そ
し
て
タ
イ
・

バ
ン
コ
ク
の
市
場
と
比
べ
た
場
合
、

最
も
違
う
の
は
こ
の
点
だ
ろ
う
。
前

述
の
国
々
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
行
く
と
、
多
く
の
日
系
飲
食
店

や
雑
貨
店
を
見
か
け
る
が
、
そ
れ
ら

は
現
地
の
人
に
も
人
気
が
あ
り
、
多

く
の
客
が
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
明
ら

か
に
日
系
の
店
舗
は
少
な
い
。

　

で
は
、ジ
ャ
カ
ル
タ
の
人
々
は
、

ど
こ
で
買
い
物
を
す
る
の
か
。
そ

れ
は
、
い
わ
ゆ
る
市
場
や
「
ミ
ニ

マ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
小
規
模
商

店
で
あ
る
。こ
の
ミ
ニ
マ
ー
ト
は
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
限
ら
ず
、
地
方
の

田
ん
ぼ
の
、
ど
真
ん
中
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
も
あ
り
、
現
地
消
費
者

の
日
常
の
買
い
物
の
主
役
に
な
っ

て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
こ
の
ミ

ニ
マ
ー
ト
を
積
極
的
に
保
護
し
て
お

り
、
外
資
に
は
規
制
が
あ
っ
て
、
小

規
模
な
小
売
店
舗
で
は
出
店
で
き
な

い
。
ど
の
店
も
個
人
経
営
で
、
似
た

よ
う
な
商
品
が
置
い
て
あ
る
の
だ

が
、
そ
の
流
通
経
路
は
複
雑
で
、
価

格
も
か
な
り
安
く
設
定
さ
れ
て
お

り
、
明
ら
か
に
都
心
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
と
は
趣
が
異
な
る
。

　

日
系
の
消
費
財
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
は
、
こ
の
ミ
ニ
マ
ー
ト
チ
ャ
ネ
ル

を
ど
う
攻
略
す
る
か
が
、
ビ
ジ
ネ
ス

を
成
功
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
カ
ギ
と
な

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
な
か

な
か
容
易
で
は
な
く
、
成
功
し
て
い

る
ケ
ー
ス
は
ま
だ
少
な
い
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
は
い
ま
、
都
市

化
が
加
速
度
的
に
進
み
、
人
口
や
経

済
が
大
都
市
に
集
中
す
る
流
れ
は
止

み
そ
う
に
な
い
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

も
例
外
で
は
な
い
。
経
済
成
長
を
背

景
に
、
市
場
の
魅
力
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
国

に
い
ち
早
く
進
出
し
、
業
績
を
伸
ば

し
て
い
る
の
は
、
消
費
、
人
材
、
経

済
、情
報
な
ど
の
集
積
地
に
立
地
し
、

生
産
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
る
企

業
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
こ
こ
ま
で
見
て

き
た
よ
う
に
、
市
場
攻
略
の
勝
ち
パ

タ
ー
ン
は
、
ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
後
編
で
は
、
製
造
業
に

焦
点
を
あ
て
て
、
成
功
の
ヒ
ン
ト
を

探
っ
て
い
く
。

図表2■ジャワ島にある4つの100万人都市

ジャワ島（Jawa Island）

バンドゥン
�������

ジョグジャカルタ
�	�
�����

ジャカルタ
������

スラバヤ
������
�

スカルノ・ハッタ
国際空港

インドネシアには日本人学校が3校あり、ジャカ
ルタ、スラバヤ、バンドゥンに立地しているが、ジャ
カルタ日本人学校（写真）は市内から移転し、現在
は隣接するタンゲラン県にある。

日系のスーパーマーケットは大型店のみ（上）。
現地の人が主に利用するミニマート（下）
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